
■
財
務
報
告
に
係
る
内
部
統
制
の
必
要
性

証
券
・
資
本
市
場
が
十
分
に
機
能
し
て
い
く
た
め
に

は
、
信
頼
で
き
る
企
業
情
報
が
適
時
に
開
示
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、エ
ン
ロ
ン
事

件
を
発
端
に
、
米
国
で
は
相
次
い
で
財
務
報
告
に
係
る

不
正
事
件
が
発
生
し
、
わ
が
国
で
も
有
価
証
券
報
告
書

の
開
示
内
容
に
不
適
正
な
事
例
が
続
発
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
事
例
の
発
生
原
因
は
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の

信
頼
性
を
確
保
す
べ
き
企
業
の
内
部
統
制
の
不
備
、
機

能
不
全
に
根
ざ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
米
国
に
お
い

て
は
、
企
業
改
革
法（
サ
ー
ベ
イ
ン
ズ
・
オ
ク
ス
リ
ー
法
＝
S

O
X
法
）が
成
立
し
、
急
速
に
内
部
統
制
の
整
備
・
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
同
様
に
内
部

統
制
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
、い
わ
ゆ
る
日
本
版

S
O
X
法
に
よ
る
制
度
作
り
が
走
り
出
し
た
。

■
内
部
統
制
の
枠
組
み
に
お
け
る
I
T
統
制
の
位
置
付
け

わ
が
国
の
内
部
統
制
の
概
念
は
、
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
C
O
S
O（C

om
m
ittee

of
S
p
on
sorin

g

O
rganizations

of
theT

readw
ay
C
om
m
ission

）

の
枠
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
目
的
に
資
産
保
全
を
加
え
、
さ

ら
に
I
T（Inform

ation
T
echnology

）の
利
用
を
独

立
し
た
要
素
と
し
て
い
る（
企
業
会
計
審
議
会「
財
務
報

告
に
係
る
内
部
統
制
の
評
価
及
び
監
査
の
基
準
」平
成

17
年
7
月
13
日
公
開
草
案
＝
草
案
）。

こ
の
草
案
に
よ
る
と
、
内
部
統
制
と
は
、
業
務
の
有

効
性
及
び
効
率
性
等
の
4
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
業
務
に
組
み
込
ま
れ
、
組
織
内
の
す
べ
て
の
者
に
よ

っ
て
遂
行
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
定
義
さ
れ
、
6
つ
の
基
本

的
要
素
す
な
わ
ち
①
統
制
環
境
、
②
リ
ス
ク
の
評
価
と

対
応
、
③
統
制
活
動
、
④
情
報
と
伝
達
、
⑤
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
そ
し
て
⑥
I
T
の
利
用
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
I
T
の
利
用
と
は
、
さ
ら
に「
内
部
統
制
の

他
の
基
本
的
要
素
が
有
効
か
つ
効
率
的
に
機
能
す
る
た

め
に
、
業
務
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
一
連
の
I
T
を
活
用

す
る
こ
と
を
い
う
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
と
り

わ
け「
組
織
の
情
報
シ
ス
テ
ム
が
I
T
を
高
度
に
取
り
入

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
内
部
統
制
の
他
の
基
本
的
要
素

の
実
施
上
の
枢
要
な
一
部
と
し
て
重
要
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
」と
位
置
付
け
て
い
る
。

■
I
T
に
よ
る
二
つ
の
内
部
統
制

I
T
を
利
用
し
た
内
部
統
制
に
は
、
全
般
統
制
と
業

務
処
理
統
制
の
二
つ
の
概
念
が
あ
る
。

草
案
で
は
こ
の
二
つ
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
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（
一
）全
般
統
制

I
T
を
利
用
し
た
全
般
統
制
と
は
、
I
T
を
利
用
し

た
業
務
処
理
統
制
が
有
効
に
機
能
す
る
環
境
を
保
証

す
る
間
接
的
な
統
制
を
い
う
。
全
般
統
制
は
、
通
常
、ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
管
理
、ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
開
発
、
変
更
、
運
用
並
び
に
保
守
、ア
ク
セ
ス
・
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
お
よ
び
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
取
得
、
開

発
並
び
に
保
守
に
対
す
る
統
制
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

（
二
）業
務
処
理
統
制

I
T
を
利
用
し
た
業
務
処
理
統
制
と
は
、
個
々
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
承
認
さ
れ
た
取

引
が
す
べ
て
正
確
に
処
理
さ
れ
、
記
録
さ
れ
る
こ
と
を

確
保
す
る
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ

た
統
制
を
い
う
。

業
務
処
理
統
制
に
い
う
業
務
処
理
と
は
、
販
売
、
購

買
、
在
庫
管
理
、
固
定
資
産
管
理
等
の
企
業
活
動
の
業

務
に
係
る
処
理
で
あ
り
、
業
務
処
理
統
制
は
、
業
務
処

理
で
承
認
を
受
け
た
デ
ー
タ
が
漏
れ
な
く
入
力
さ
れ

（
正
当
性
、
網
羅
性
）、
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
内
で
正
確
に
処
理
さ
れ（
正
確
性
）、
適
正
に
記

録
・
保
存
が
さ
れ
る（
維
持
継
続
性
）こ
と
を
確
保
す
る

た
め
の
統
制
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

■
I
T
統
制
の
評
価

I
T
を
利
用
し
た
統
制
は
、
以
上
の
よ
う
に
全
般
統

制
と
業
務
処
理
統
制
に
大
別
さ
れ
る
が
、
両
者
は
完
全

か
つ
正
確
な
情
報
を
確
保
す
る
た
め
に
一
体
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
I
T
統
制
の
信
頼
性

の
評
価
に
お
い
て
も
、
両
者
を
複
眼
的
に
、
あ
る
い
は
並

行
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
一
）全
般
統
制
の
評
価

日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
I
T
委
員
会
報
告
第
一

号「
財
務
諸
表
監
査
に
お
け
る
情
報
技
術（
I
T
）を
利

用
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
統
制
リ
ス
ク
の
評
価
」

（
＝
委
員
会
報
告
一
号
）に
お
い
て
、
全
般
統
制
の
評
価

に
つ
い
て
、
全
般
統
制
に
関
す
る
統
制
活
動
の
例
示
と

し
て
、
次
の
六
つ
に
分
け
て
評
価
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

①
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
計
画
と
組
織
の
統
制
活
動

②
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
企
画
・
開
発
・
調
達
業
務
の

統
制
活
動

③
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
運
用
業
務
の
統
制
活
動

④
セ
キ
ュ
リ
ティ
に
関
す
る
統
制
活
動

⑤
外
部
委
託
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
統
制
活
動

⑥
監
視
活
動

I
T
の
全
般
統
制
に
お
い
て
は
、
以
上
の
諸
活
動
に
つ

い
て
、
採
用
し
て
い
る
統
制
方
針
、マ
ニ
ュ
ア
ル
、
職
務
権

限
、
ル
ー
ル
策
定
、
報
告
制
度
、
契
約
管
理
、
ア
ク
セ
ス

管
理
、
教
育
訓
練
等
の
整
備
・
運
用
状
況
が
、
当
該
企

業
の
シ
ス
テ
ム
に
係
る
適
正
な
統
制
目
標
を
果
た
せ
る

の
か
、
さ
ら
に
実
際
機
能
し
て
い
る
の
か
を
評
価
す
る
こ

と
に
な
る
。

（
二
）業
務
処
理
統
制
の
評
価

委
員
会
報
告
一
号
で
は
、
業
務
処
理
統
制
の
評
価
に

お
い
て
は
、
そ
の
業
務
処
理
を
行
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
を
分
析
し
、
評
価
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、

I
T
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
例
示
を

挙
げ
て
い
る
。

①
会
計
デ
ー
タ
の
網
羅
性
、
正
確
性
、
正
当
性

・
会
計
デ
ー
タ
が
漏
れ
な
く
、
重
複
な
く
記
録
さ
れ
、
残

高
更
新
さ
れ
、
未
決
済
及
び
エ
ラ
ー
と
な
っ
た
会
計
デ
ー

タ
は
、
期
間
内
に
全
て
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
会
計
デ
ー
タ
は
、
正
確
に
適
時
に
適
切
な
勘
定
に
記

録
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
会
計
デ
ー
タ
は
、
実
際
に
生
じ
た
経
済
事
象
を
表
し
、

か
つ
、
当
該
企
業
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
も
の
だ
け
が
入
力
さ
れ
、
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
フ
ァ
イ
ル
の
維
持
継
続
性

・
マ
ス
タ
・
フ
ァ
イ
ル
は
、
常
に
最
新
の
状
態
に
保
た
れ
、

正
し
く
維
持
及
び
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
異
な
る
I
T
間
で
利
用
さ
れ
る
分
散
マ
ス
タ
・
フ
ァ
イ
ル

間
の
整
合
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
企
業
規
模
、
業
態
に

よ
っ
て
、
ま
た
、
同
種
・
同
規
模
の
企
業
間
で
も
異
質
な

シ
ス
テ
ム
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
実

務
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
の
深
い
理
解
と
、
各

企
業
の
実
態
に
応
じ
た
シ
ス
テ
ム
の
分
析
の
上
に
立
っ
た

評
価
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
終
わ
り
に

I
T
統
制
と
い
う
と
、
内
部
統
制
の
中
の
特
殊
な
領

域
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
I
T
そ
の
も
の
に
対
す

る
ス
キ
ル
は
一
部
の
専
門
家
の
領
域
で
あ
る
が
、
I
T
を

利
用
し
た
内
部
統
制
は
、
構
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
業

務
処
理
で
接
点
を
持
つ
人
た
ち
に
対
す
る
統
制
活
動
が

重
要
な
部
分
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

明
確
な
運
用
方
針
策
定
の
下
で
の
適
切
な
権
限
お
よ
び

職
責
の
付
与
、
効
果
的
な
職
務
の
分
掌
の
他
、
ド
キ
ュ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
継
続
的
な
教
育
訓
練
、
作
業
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
、
他
の
内
部
統
制
と
の
共
通

的
な
側
面
を
持
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
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